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クリエイティブ・ライト・ヨコハマ実行委員会

横浜の街全体が光と音楽で躍動する ダイナミックで幻想的なイルミネーションイベント

「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」詳細発表！
過去最大！42施設によるスペクタクルショーや、光のくじらが泳ぐプロジェクションマッピングも！

報道関係各位

横浜では、「夜の横浜イルミネーション2024-25」を、令和6年11⽉1⽇（金）から令和7年3⽉2日（日）まで初開催します。

また、例年お楽しみいただいている「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」も、「夜の横浜イルミネーション2024-25」

のイベントのひとつとして、令和6年12月5日(木)～12月30日(月)の期間で開催します。

 今年度5回目の開催となる「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」は、「星降るみなと」というテーマで実施します。

最大の見どころである、街全体が光と音で躍動する5分間のスペクタクルショー“ハイライト・オブ・ヨコハマ”は、過去最

大の42施設の参加が決定しました。また今年は、日本最大級の参加型屋外プロジェクションマッピング“大さん橋くじら

座“のくじらが、親子で登場しパワーアップします。さらに、山下公園では、動きに反応する不思議な光のインタラクティ

ブ・デジタルアートを250mにも及ぶ日本最大級の規模で展開します。

【夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉】

港の水際線や歴史的建造物、近代ビル群などが光と音楽にあわせて躍動するスペクタクルショーや、横浜港大さん橋
国際客船ターミナルでの大規模なプロジェクションマッピング、山下公園で展開する光と音のインスタレーションなど、
冬の夜に美しい光の横浜があらわれます。横浜が誇る日本最大級のイルミネーションイベント、一年で一番の港の輝
きを、どうぞお楽しみください。

■開催概要
【開催期間】令和6年12月5日(木)～12月30日(月)17時～21時05分
【開催場所】横浜都心臨海部（横浜港大さん橋国際客船ターミナル、山下公園等）
・入場料：無料
・主催：クリエイティブ・ライト・ヨコハマ実行委員会

・共催：横浜市
・連携：クリエイティブ・ライト・ヨコハマ推進協議会
・イベント実施事業者（共同事業体）：株式会社PixelEngine、アクティオ株式会社、ウシオライティング株式会社

ハイライト・オブ・ヨコハマ

街全体が光と音で躍動する5分間のスペクタクルショー

過去最大42施設の参加による光のスペクタクルは、みなとみら
いから山下公園までつながる横浜ならではの壮大なスケール
感。港と光と音楽が混ざりあう瞬間〈ハイライト〉を、ぜひご覧くだ
さい。
「ハイライト・オブ・ヨコハマ」を最大限お楽しみいただくなら、陸
から突き出た“大さん橋”の屋上広場が、横浜の新たな夜景の
特等席です。
演出時間（各5分間）：
17：00/17：30/18：00/18：30/19：00/19：30/20：00/20：30/21：00▲横浜都心臨海部



▲山下公園

Star Tree（星の木）

大人も子どもも遊べる夜の公園。
光と音と星のインスタレーション

「Star Tree」からの光で輝く夜の山下公園は、まるで地上に星
が降ってきたかのよう！動きに反応する不思議な光のインタラ
クティブ・デジタルアートは、250mにも及ぶ日本最大級の規模
です。
氷川丸やマリンタワーなど、フォトジェニックな横浜のアイコン
が放つこの時期だけの輝きと合わせて、夜の横浜を満喫して
ください。

▲横浜港大さん橋国際客船ターミナル

大さん橋くじら座

光のくじらが泳ぐ、
海の上のプロジェクションマッピング

日本最大級の参加型屋外プロジェクションマッピング。波打
つようなウッドデッキ〈くじらのせなか〉に広がる光のなかに
入っていけば、あなたも演出の一部に！
今年はくじらが親子で登場しさらにパワーアップ。“大さん
橋”から臨む港の夜景との共演は、息を呑む美しさです。

■ハイライト・オブ・ヨコハマ 演出参加施設 42施設 （五十音順）
赤レンガパーク（水際線）、アパホテル＆リゾート〈横浜ベイタワー〉、NHK横浜放送局（タワー）、大さん橋ふ頭ビル、
神奈川県警察本部庁舎、神奈川県庁本庁舎、神奈川県民ホール、クイーンズタワーA、クイーンズタワーB、
コレットマーレ、産業貿易センタービル、シタディーンハーバーフロント横浜、新港中央広場、大観覧車コスモクロック21、
ナビオス横浜、日本郵船氷川丸、ハマウィング、ハンマーヘッドクレーン、ぷかり桟橋、ホテルニューグランド、
MARK IS みなとみらい、みなとみらいグランドセントラルタワー、女神橋、山下公園（水際線）、
山下公園通り（イチョウ並木）、山下公園（噴水）、山下臨港線プロムナード、
ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル、横浜港大さん橋国際客船ターミナル、よこはまコスモワールド、
横浜市開港記念会館、横浜市庁舎、横浜市庁舎 水辺プラザ、横浜税関、横浜ハンマーヘッド、横浜美術館、
横浜マリンタワー、横浜みなとみらいホール、横浜メディアタワー、横浜ランドマークプラザ、横浜ランドマークタワー、
横浜ワールドポーターズ

■大さん橋から見た「ハイライト・オブ・ヨコハマ」演出イメージ（2023年の演出写真をもとに作成）



「夜の横浜イルミネーション2024-25」・「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」
【公式ホームページ】https://yorunoyo.yokohama/
【公式X】https://twitter.com/yorunoyo_event
【公式Instagram】 https://www.instagram.com/yorunoyo_event/
【公式YouTube】https://www.youtube.com/@yorunoyo_event

～「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」は「夜の横浜イルミネーション2024-25」のイベントとして開催します。～

【夜の横浜イルミネーション2024-25】
冬の横浜では、「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」をはじめ、横浜を代表する観光地や商店街などでイルミネーショ

ンイベントが多数開催され、横浜の夜を美しく彩ります。「夜の横浜イルミネーション2024-25」は今年初開催します。みなとみ

らいのヨコハマミライトで幕を開け、横浜春節祭まで、それぞれの街の魅力がたっぷりお楽しみいただけます。

また、街から街へワクワクしながら回遊していただけるよう、新港中央広場の芝生面と山下公園通りのイチョウ並木をライ

ティングします。

横浜の街全体で繰り広げられるイメージ

をロゴでも表現しています。

▲新港中央広場「つながる光の芝生」 ▲山下公園通り「つながる光の並木」

▲キービジュアル

【開催期間】令和6年11月1日(金)～令和7年3月2日(日)
【開催場所】横浜都心臨海部（横浜～桜木町・みなとみらい～野毛・

 伊勢佐木町～関内・石川町～山下・中華街・元町周辺ほか）

■「夜にあらわれる光の横浜〈ヨルノヨ2024〉」の制作について
イベント実施事業者 共同事業体 代表法人：株式会社PixelEngine

三谷正氏、山﨑なし氏を中心として京都を拠点に活動。大量のプロジェクターやスピーカーを用いて、
歴史的・地形的アプローチからユニークな〈空間〉を当該地域に立ち上げる。

＜代表的なプロジェクト＞
・「OSAKA 光のルネサンス2022 大阪市中央公会堂壁面プロジェクションマッピング」（大阪市中央公会堂／2022年）
・「福知山イル未来と2022」（京都府・福知山城、新町商店街／2022年）
・「日本遺産『龍田古道・亀の瀬』光の旅路」（大阪府柏原市・亀の瀬トンネル／2023年〜）
・「KYOTO+1024」（京都府・ホテル「ザ・サウザンド京都」／2023年）
・「ぎふ灯り物語2023」（岐阜県・岐阜公園／2023年）

https://yorunoyo.yokohama/
https://twitter.com/yorunoyo_event
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